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活用方針・導入/活用までのステップ

●豊島区

◼VLP活用のねらい

不登校児童生徒（不登校傾向含む）の新た

な居場所または学びの場の確保

日本語初期指導を修了した児童生徒同士の

コミュニケーションの場の確保

◼対象生徒・児童

不登校児童生徒（不登校傾向含む）

日本語初期指導を修了した児童生徒

◼運営時間

月～金曜日 ９：００～１５：３０

隔週月曜日 １６：００～１６：３０

◼活用方法

レクリエーション活動、ＳＳＷとの面談

日本語によるコミュニケーション活動

①令和６年４～７月

・限定的な利用開始

・適応指導教室在籍児童生徒のうち、利用希望

者にアカウント配布

・週に１回１時間程度のレクリエーション活動

②令和６年９月～現在

・常時開設開始

・不登校児童生徒（不登校傾向含む）のうち、

学校が認める利用希望者にアカウント配布

・日本語初期指導を修了した児童生徒にアカウン

      ト配布

・週に２回１時間程度のレクリエーション活動

適

日

適

適

適

日

日

日
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活動・取組み内容

●豊島区

活動・取組み内容

【導入前】

・大人だけでログインし、各種機能の操作方法の確認

・アカウントの管理方法、配布手順を検討

・校長会等で事前に周知

【導入初期】

児童/生徒が配布されたアカウントで実際にログインし、大人と対面で下記

を実施

・ニックネーム/アバター設定、実際にアバターを操作

・カメラ・マイクの許可設定実施

・使用するブラウザにID/PW、URLを保存

（操作方法がわからず、辞めてしまうことを避けるため）

 ・週に１回１時間程度のレクリエーション活動

・月3-4回 30分程度の日本語指導

【運用期】

・都のイベント

・常時開設

・週に２回１時間程度のレクリエーション活動

・月3-4回 30分程度の日本語指導

適

日

適

適

日

適
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●豊島区

児童・

生徒

• クイズ大会をしているうちに、「私も問題を作って出し

たい！」という気持ちになりました。

• 操作が上手くなると、どんどん楽しくなりました。

• レクリエーションに家からも参加出来るので、教室に

行かれない時も交流ができて嬉しいです。

• 友達や先生と日本語で話すことができて楽

しいです。

• まだ終わりたくなくて、退出したくありません。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

✓対面コミュニケーションや言語表現が苦手な児童生徒が楽しく参加し、柚子

     の木教室通級回数が増加した。

✓ チャットを使用することで、ASD傾向児童生徒の自己表現機会や手段が顕

    著に増加した。引きこもり傾向から脱却した生徒もいた。

✓参加者相互の連帯感が向上した。教室内の会話が増えた。

✓毎週自宅から自主的に参加し、帰属意識が向上した。

✓入室したら日本語教室へ集合する、動画を見る、会話練習を各指導員と

行うなど活動の流れが定着してきており、子ども達の活動時間が増えた。

✓日本語によるチャット、音声でのコミュニケーションを図ることができた。

✓ 対象児童生徒の利用率の増加

⇒区主催のイベントの充実

⇒支援員やＳＳＷ等との連携を強化

✓ 活用方法の多様化

⇒個別面談の実施

⇒運営に携わる区職員を増員

利用者の声

• 会話が苦手な児童生徒もチャット機能で思いを伝

えることが出来るので、貴重なツールです。

• 参加者がとても楽しそう。保護者も参加してみたい

です。

• 新たに参加する児童生徒が戸惑わないように、慣れ

るまで職員がマンツーマンでナビゲーションしてくれると

良いと思う。

日
日

適

適

適
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●豊島区
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